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京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

応援団用品　のぼり　染め旗　横断幕　のれん　手拭い　ハッピ　

太鼓　祭礼幕　ちょうちん　神社仏閣幕　神社のぼり　社名旗　

鈴緒　劇団幕　マーチングバンド横幕　タスキ　腕章　

ピンバッジ　缶バッジ　ワッペン　演台カバー

【取扱商品】

2020年7月号

～粽～

今年は残念な事に中止になった祇園祭ですが、その名物のひとつに「粽（ちまき）」

があります。祇園祭のちまきは食べ物ではなく、笹の葉で作られた厄病・災難除け

のお守りです。毎年祇園祭のときにだけ各山鉾の会所や八坂神社で販売され、

京都では多くの人がこれを買い求め一年間玄関先に飾ります。

この粽は、八坂神社さんの主祭神である牛頭天王（スサノオノミコト）に由来します。

昔、蘇民将来という男の家に、旅人に身をやつした牛頭天王が訪ねてきて、一夜

の宿を求めました。蘇民は貧乏でしたが、その旅人を手厚くもてなします。

牛頭天王はその心遣いに大変喜んで、そのお礼に「今後お前の子孫は末代まで

私が護ってやろう。目印に腰に茅の輪をつけていなさい」と言い残して去っていき

ました。 そのお陰で後に疫病が流行った際も、蘇民の一族は生き残り繁栄したと

いうことです。 

このときの護符になった茅の輪は「茅」を束ねて「巻」いたものです。そこで「茅巻

（ちまき）」と呼ばれるようになり、それを同じ発音の「粽（ちまき）」と音を担いで、

現在のような束状の粽が厄除けのお守りとして作られるようになりました。また、

粽には「蘇民将来子孫也」という護符がつけられています。これは「私は蘇民将来

の子孫です。なので病気や災いから護って下さい」という意味が込められています。

元々疫病を鎮める祭だった祇園祭のルーツが、粽 にはあります。 

ちまき


